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研究成果概要 

 本研究の目的は、明野観測所に設置した口径５０ｃｍの専用可視望遠鏡を用いて、γ線バー

スト(GRB)、活動銀河核(AGN)等、高エネルギー宇宙線加速源候補天体の多色追跡・監視光学

観測を実施し、これらの天体における放射と粒子加速機構を明らかにすること、そしてそれを用

いて、星・銀河形成の歴史を明らかにすることである。観測システムは前年までにほぼ完成して

おり、ほぼ継続的に観測を行った。ただし、3 月 11 日の東日本大地震の影響による停電によっ

て、観測ドーム内のコンピューター複数が損害を受け、観測を中断した（復旧は平成２３年度に

ずれこんだ）。本年度の主な観測成果は以下の通りである。 

1. 2009 年 4 月から 2010 年 3 月までの間に、二つのガンマ線バーストの可視光残光を観測し

（GRB100９06A, GRB110213A）、GCN Circular に報告した (GCN No.11240, 11566)。 

2. 前年度に観測した 3 つのガンマ線バースト（GRB090426, GRB091208B, GRB100219A）の

残光に関する解析結果を修士論文（中嶋英也）にまとめた。現在、投稿論文執筆中である。 

3.  前年度に引き続いて、数十個のブレーザー型 AGNの自動パトロール観測を行い、三色光

度曲線を得た。 

4. 新しく発見された X線連星 MAXI J1659–152の観測を、岡山、石垣島の望遠鏡と連携して

実施し、2.4 時間の周期性を発見した。これはこの天体の連星周期と考えられる。この結果

は、4th International MAXI Workshop にて一部を発表した。(Kuroda et al. ２０１０)。さらに

論文執筆のために解析を進めている。 
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